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メチル水銀（MeHg）曝露の最も深刻な影響は、胎児期と小児期の曝露に起因すると考えられています。

しかしながら、出生前と出生後の MeHg曝露の神経発達への影響の比較に関する知見は少ないのが現状

です。そこで本研究では、神経発達指標と出生前のメチル水銀曝露または出生後のメチル水銀曝露との

関連を調べました。その結果、出生および出生後のメチル水銀曝露は神経心理学的指標である知能指数

試験とボストン・ネーミング試験とは関連していませんでした。一方、出生および出生後のメチル水銀

曝露は神経生理学的指標である脳幹聴覚誘発電位(BAEP)、視覚誘発電位、色覚検査との間には、男児で

は出生前のメチル水銀曝露の増加に伴い、聴覚（図 1）および視覚経路の潜時が有意に延長しているこ

とが分かりました。このことは、男の胎児はメチル水銀への曝露の影響を受けやすい可能性を示唆して

います。 

なお、BAEPの検査は新生児の聴覚スクリーニングに使用されていることから、メチル水銀曝露が疑わ

れる地区の胎児影響の調査に使用できる可能性があると考えます。 

 

 
 

図 1 BAEP検査の所見 

男児のみに胎児期曝露により聴覚伝導路の脳幹部（紫の枠）で延長が見られました。 


